
The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

The 　Paoifio 　Sooiety

一 4 一Journal　 of 　 The　 Pacific　 Society／July　1985

オ ピ ニ オ ン

ヤ

ッ

プ

の

お

嬢
さ

ん

た

ち

中

　
島

　
　

洋

な
h
ノ

　

横
浜
市
で

永
久
保

存
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

目

本

丸
の
一

般
公

開
記

念

行
事
に

参
加

す
る

た

め
、

太
平

洋
学
会
の

招
き
で、

去
る

四

月
二

卜
五

凵、

ヤ

ッ

プ

か

ら

十
二

名

の

女
性
ダ
ン

ス

・

グ
ル

ー

プ

が

来
囗

し

た。
　
］

行
を

引
率
し

た

の

は、

ガ

ギ
ル

地

区
の

元
大
酋

長
ピ

ト

マ

グ

氏
と、

副

団
長
の

ヤ

ッ

ド

氏
で

あ
っ

た

が
、

小
生

は
】

行
離

日

の

五
月
七
日

ま
で

十
二

凵

間、

滞
日

中
の

お

世
話
役

と

し

て
、

ほ

と

ん

ど
行

動
を

共

に

し

た
の

で、

そ

の

感
想
の
一

端
を
記
し
て

お

き

た

い
。

　

十
二

名
全
員

が、

ヤ

ッ

プ

で

最
高
位
の

ガ

チ

ャ

パ

ル

村
の

女
性
で、

う

ち

九
名
は

未
婚、

さ
ら

に、

そ

の

八

名
が

十
七

歳
か

ら
二

ト
一

歳
ま

で

の

お

嬢
さ

ん

た

ち
で

あ
っ

た

が、
｝

行

に
は

現

ガ
ギ
ル

大
酋
長
フ

ィ

テ

ィ

ン

グ

モ

ウ

氏
の、
一
卜
一

歳
（

既

婚
）

と
十
八

歳

の

二

人

の

お

嬢
さ
ん

も
含
ま

れ

て

い

た
。

　

団
長
の

ピ

ト
マ

グ

氏
は、
二

度
目
の

来
日、

副

団
長

の

ヤ
ッ

ド

氏

は

二

度

目
の

訪
日

で

あ
っ

た

が、

女
性

は

十
二

名
全

員

が

日

本
は

初
め

て
。

し

か

も
一

人

を

廱

除
い

て

は

ヤ
ッ

プ

か

ら
外
に

出
た

の

が

初
め

て

と

い

う
話
で

あ
っ

た
。

そ

し

て

来
日

の

第
一

印
象
は、

着

い

た
の

が

夜

だ
っ

た

た

め

も
あ
っ

て
、

ま

ず
”

寒
い
”

と
い

う

こ

と

で

あ
っ

た
。

　

夜

お

そ

く、

宿
舎
の

横
浜
海
員
会
館
に

着
き、
「

み

な

さ

ん

の

泊
ま

る

部

屋

は

六
階

で

す
」

と

説
明
す

る

と、
　
「

六

階
？

」

と

不
安
気
な

顔
を

見

せ

る

子
も
い

る。

ヤ

ッ

プ

で

は
一

番
高
い

建
物
で

も

二

階
建
て

な

の

だ
。

　

翌

日

は、

市
庁
舎
に

細
郷
横
浜
市
長
を
表
敬
訪
問

し、

午
後
は、

ラ

ジ

オ

日

本
と

の

打
ち

合
わ

せ

前

の

ひ

と

と

き
を、

野
毛
山

の

動
物
園
に

遊

ん

だ
。

ゾ

ウ

も

キ

リ
ン

も
カ

ン

ガ

ー

ル

も、

実
物
を

見

る

の

は

初

め

て

で、

特
に
、

見
物
人
に

愛
嬌
を

ふ

り

ま
く
ゴ

リ

ラ

に

は

大
笑
い
。

夜
は

五

月一
、

目

夜
の

”

港
ま
つ

り

前
夜
祭
パ

レ

ー

ド
”

参
加
の

下
見

を

兼
ね

て、

伊
勢

崎
町

で

初
め

て

の

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ
、

早
速、

カ

メ

ラ

を

買
っ

た

の

が

三

人
。

　

次
の

日
、

京
浜
東
北
線
で

東

京
へ

出
て、

観
光
バ

ス

で

東
京
デ

ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

へ

行
っ

た
。

午

後
に

な
っ

て

雨
に

な
っ

た

が、

朝
か

ら

曇
天
で

肌

寒
く、

一

行
は

小
西

六

写

真
工

業
提

供
の

ハ

ッ

ピ

を
羽
織

っ

て

い

た
。

入
凵

で

東

京
デ
ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

の

職
員

が

「
ハ

ッ

ビ

で

の

入

場
は

認

め

ら

れ

な

い

か

ら、

全

員
ハ

ッ

ビ

を

脱
い

で

い

た

だ

き

た

い
」

と、

非
人
道

　細郷横浜市長 を 表敬訪 問 した一
行。前 列 左 か ら ラ グル マ ー FS
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的
な

強
制

。

す
っ

た

も
ん

だ
の

末、

裏
返

し

に

着

る

な

ら

入

場
を
認
め

る

と
い

う、

何
と
も
奇
妙
な

妥

協
を

得
た

。

　

し

か

し

中
へ

入

る

と、

事
情
を

知
ら
な

い

社
員
が

飛
ん

で

来
て、
　
「

お

客
さ

ん
、

裏
返

し

で

す

よ
」

と

親
切
に

教
え

て

く
れ

る
。

　「
あ

な

た
の

会
社
の

命

r、、唖
 

ざえ　
日

本
丸
ア

リ

ー

ナ

に

勢

揃
い

し

た
［

行。

後
方
に

ヤ
ッ

ド

副
団
長

の

顔
が

見

え

る
。

令
で、

裏
返

し
に

着
て

い

る

ん

で

す
よ
」

と

説
明

す
る

と、
　
「

え
っ

、

本
当
で

す
か

あ

？
」

と

唖
然
と

し

て

い

る
。

誰
も
が

唖

然
と

し

よ

う

が

仕
様
が

な

い
。

結
局、

六

時
間
半、

裏
返

し
の

ハ

ッ

ピ

で

通
さ

ざ

る

を

得
な

か
っ

た。

　
夕
方、

銀
座
を

ち
ょ

っ

と

散
歩
し、

そ

の

あ

と、

渋
谷
の

東
急
ゴ

ー

ル

デ
ン

ホ

ー

ル

で、

太
平

洋
学
会

有
志

に

よ

る

レ

セ

プ

シ

ョ

ン
。

ピ

ト

マ

グ、

ヤ

ッ

ド

両
氏
と
も、

飲
食
に

際
し

て

は、

父

祖
伝
来
の

首
飾

り

を

首
か

ら

は

ず

す
。

わ

が

身
よ

り

高
貴
な

首
飾
り

越

し

に

飲
食
を
す
る
の

は、

首
飾
り
に

対
し

て

礼
を

失
す
る
こ

と
に

な

る

と
い

う

説
明

に、

】

同
敬
服

。

　
翌

二

十
八

日

正

午
か

ら、

横
浜

高
島
屋

の

屋

上

で

第
一

回
の

ダ

ン

ス
。

二

十
九
日

は

午
前
十
時
五

十
五

分
か

ら
「

口

本
丸
ア

リ

ー

ナ
」

で

ダ
ン

ス
。

そ

の

夜、

山
下
町
の

デ

ィ

ス

コ

へ

。

た

ち

ま
ち、

日

本
の

若
い

男

女
と
友
だ

ち
に

な

り、

住
所
や

名
前
の

教
え
っ

こ
。

　
も

う
こ

の

辺
り
か

ら、

初
め

は

六

階
と

聞
い

た

だ

横 浜 の 大 通 り 公 園 で の バ ン ブ ーダ ン ス

け

で

不

安

気
な

顔
を

見

せ

九

チ
も、

七

階

の

ラ

ウ
ン

ジ

か

ら

夜

景
を
楽
し

む
よ

う

に

な

り、

勝
手
に

元
町

ヘ

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

に

出
か

け

る

グ
ル

ー

プ

が

あ

る

ば

か

り

か、

デ

ィ

ス

コ

通
い

を

す

る

グ
ル

ー

プ

さ

え

出

て

来
た

。

も
の

す
ご

い

適
応
性

で

あ

る
。

　
以
後、

四

月
三

十
日

の

富
士
・

箱
根
ツ

ア

ー、

五

月
四

日

の

東
京
見
物
を
除
い

て
、

五

月
一

日、

五

日

の

大
通
り

公
園、

五

月
二

日

の

港
ま
つ

り

前
夜
祭
パ

レ

ー

ド

（
特
別
賞
受
賞）
、

五

月
三

日

午
前
と
午
後

の

日

本
丸
ア

リ
ー

ナ

に

お

け
る

ヤ

ッ

プ
・
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

と、

連

日
、

ダ

イ

ナ

ミ
ッ

ク

な

ヤ

ッ

プ

の

踊

り
を
彼
露
し

た
。

　
彼
女
た

ち

に

感
心
し

た

の

は、

ピ

ト

マ

グ、

ヤ

ッ

ド

両
氏
の

監

督
よ

ろ

し

き
を

得
た
こ

と

も

あ
ろ

う

が、

実
に

よ

く
働
き、

よ

く

練
習
す
る
こ

と

で

あ
っ

た
。

五

月
三

R
に

は
、

午
前
の

部
と

午
後
の

部
の

間

の

昼

休
み

に

も

練
習
し

て

い

た

し、

五
月
四

日

の

夜

は、

東
京
見

物
か

ら
十
時
す
ぎ

に

帰
っ

て

来
た

の

だ
が、

す
ぐ

次

の

日

の

た

め

の

練
習
を
し

て

い

た
。

　
横
浜

海
員
会
館

に

は、

三

階
と

四

階
に

洗
濯
機
が

あ
っ

て、

各
自、

そ

れ

を

利
用
し

て

洗

濯
が

で

き
る

よ

う

に

な

っ

て
い

た

が、
　一

度、

簡
単
に

説
明
し

た

だ

け

で、

全
員
が

う
ま
く

使
い

こ

な

し

て

い

た

の

も

｝

驚
で

あ
っ

た。

　
ま

た、

ヤ

ッ

プ

で

踊
る

場
合
は、

頭

や

腕
の

装
飾

に

ヤ

シ

の

若
い

葉
を
用
い

る

の

だ

が
、

日

本
に

は

ヤ

シ

が

な

い

の

で、

干
し
た

葉
を
ヤ

ッ

プ
か

ら

持
参
し、

そ

れ

を

使
い

や

す
く

す
る

た

め

に
、

暇

を

見
つ

け
て

は、

プ

ラ

ス

チ
ッ

ク

の

板
で

し
ご

い

て
い

る

の

に

も、

そ

の

生
活
の

知

恵
と

勤
勉

さ
に

感

動
せ

ざ

る

を

得
な

か
っ

た。

　
さ

て、

ヤ

ッ

プ

女
性
の

盛
装
は、

腰
み

の
（

オ

ン
）

に

ト

ッ

プ
レ

ス

だ

が
、

日

本
の

四

月
末
か

ら

五

月
初

め

に

か

け
て
の

風
は、

彼
女
た

ち

に

は

ま

だ

ち
ょ

っ

と

肌
寒
く、

完

全

に

ト

ッ

プ
レ

ス

で

踊
っ

た

の

は

二

N 工工
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回
だ

け

で

あ
っ

た
。

　
ビ

ト
マ

グ

氏
（

66
歳）

に

よ

れ

ば
、

　
「

美
し
い

女

の

入
は、

顔
だ
け
見

て

も
き
れ

い

で

す
が
、

胸
も
出

し

て

い

れ

ば
、

も
っ

と
き
れ

い

に

見
え
ま
す

。

つ

ま

り

ヤ

ッ

プ

で

は、

乳

房
も
耳
や

鼻
と

同
じ
よ

う
な

も

の

で、

他

人
の

耳
や

鼻
を

じ
ろ

じ
ろ

見
る

人
が

い

な

い

よ

う
に
、

女
性
の

乳
房
を
じ
ろ

じ

ろ

見
る

人

は

い

な

い

ん

で

す
よ
。

昔
は

日

本
だ

っ

て、

女
の

人

は

赤

ん

坊
に

お

乳
を
飲
ま

せ

る

時
な
ど、

誰
の

前
で

も
平

気
で

乳
房
を
見
せ

て

い

た

じ
ゃ

あ
り

ま
せ

ん

か
」

と

の

こ

と
。

　
五
月
七
日

、

彼
女
た

ち
は

全
日

程
を

終
え
て

成
田

を

発
っ

た
。

病
気
に

な
っ

た

人
が
｝

人

も
い

な

か
っ

た

の

は

何
よ

り

で

あ
っ

た
。

そ

し

て、

日

本
で

盗
難

に

あ
っ

た

人
が

い

な

か
っ

た

の

も
良
か
っ

た
。

彼
女

た

ち
が

電
車
や
バ

ス

に

乗
る

時
、

人
込

み

を

歩
く

時、

私
は

い

つ

も
「

モ

ロ

ロ

（
ヤ

ッ

プ

語
で

ド

ロ

ボ

ー

の

こ

と
）

に

気
を
つ

け

な

さ

い
」

と、

言
い

続
け
て

い

た

か

ら
。

南
洋
群
島
か

南
洋
諸
島
か

　

財
団
法
人
南
洋
霹
島
協
会
は、

昨
年
『

南
方
年
鑑

（

昭

和
十
六
年
版
）

』

か

ら

「

南

洋
群
島
職
員

録
』

を
復
刻
刊

行
し

た

が
、

そ
の

巻
末
に
、

同
協
会
理

事

小
菅
輝
雄
氏
の

「

南
洋
群
島
か

南
洋
諸
島
か
」

と

い

う
文
を
載
せ

た
。

そ

し

て
、

こ

れ

を
応
援
す
る

形
で

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

　

本
年
三

月
発
行
の

『

南
洋
群
島
協
会
報
』

（
第

4
号）

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

1

に
、

安
東
正

夫
氏
に

よ

る

同．
題
の
一

文
が

寄
せ

ら

れ

て

い

る
。

　

両
氏
の

主

張
は
、

旧

日

本
委
任
統
治
領
ミ

ク

ロ

ネ

シ

ア

の

呼
称
は、

あ

く
ま
で

も
南
洋
群
島
で

あ
っ

て
、

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

近

年
し

ば
し

ば
用
い

ら
れ

る

南
洋
諸
島
は

誤

り
だ

と

し、

ま
た、

マ

リ

ア

ナ

も
マ

ー

シ

ャ

ル

も、

諸
島
で

は

な

く
群
島
だ
と

す
る
も
の

で

あ
る

。

　
こ

こ

に

両
氏
な

ら

び
に

南
洋
群
島
協
会
の

ご

了
解

を
得
て、

両
文
を

転
載
さ
せ

て
い

た

だ

き
、

本
会
会

員
各
位
の

ご

参
考
に

供
し
た

い
。

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
八

太
平

洋
学
会
事
務
局
〉

南
洋
群
島
か
南
洋
諸
島
か

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

小
菅

　
輝
雄

　
小
菅
（

コ

ス

ゲ
）

が
コ

ス

ガ

で

あ
っ

て

も
困
る

し
、

ま
し

て

小
管
先
生
な

ん

て

お

手
紙
を

頂
く
と
イ

ヤ

な

気
が

す
る

も
の

で

す
。

　
固
有
名
詞
の

呼
名
は

先

祖
か

ら
頂
い

た

も
の

で
、

新
し
い

世
の

中
に

な
っ

た

の

だ
か

ら
コ

ス

ゲ
で

な

く

て

も
良
い

の

だ

な

ん

て

事
を

云

わ
れ

て

も、

本

人
は

納
得
出
来
ま
せ

ん
。

　
同
様
に

「

南
洋
群
島
」

は
「

群
島
」

で

あ
っ

て、

「

南
洋
諸
島
」

で

は

な

い

の

で

す
。

　
最
近、

著
名
な

作
家
で

も、

南
洋
群
島
の

島
の

呼

称
を、

間
違
っ

て

平
気
で

書
い

て

い

る

の

で、

今
回、

戦
前
を
知
る

私
が
、

先
祖
か

ら
頂
い

た

島
の

日

本

語

の

名
前
を
は
っ

き

り
し

て

お

き
た

い

と

思
い

ま

す
。

　
特
に
、

　
「

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
」

は、

マ

ス

コ

ミ

の

間
で
一．
マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
」

と

呼
称
さ

れ

て、

ま

か

り
通
っ

て

居
る

事
は

な

げ
か

わ
し

い

次
第
で、

昔
、

正

し
い

呼
名

南

洋
群
島

マ

ワ

ア

ナ

群
島

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島

パ

ラ

オ

諸
島

ト

ラ
ッ

ク

諸
島

間
違
い

の

呼
名

南

洋
諸
島

マ

リ

ァ

ナ

諸
島

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島

パ

ラ

オ

島

ト

ラ

ッ

ク

島

「
マ

ー

シ

ャ

ル

に

住
ん

で

い

た

人
々

は、

今

で

も

「

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
」

と

云
っ

て

居
り、

南
洋
で

流
行
し

た

歌
の

文

句
の

中

に

も
「
月
マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
…

云

々

β
」

の

文
句
が

出
て

来
ま
す

。

　
昔、

十
年
の

巖
月

を

か

け
て

詳
細
精
密

に

作
っ

た

「

南
洋
群
島
教
育
史
」

南
洋
群
島
教
育
会
編
の

八

〇

三

頁
の

次
の

付
録

の

地

図
が

昭
和
レ一

二

年
四

月

末
B

の

島
名
地
名
を
正

確
に

伝
え

て

居

り

ま

す

の

で、

本

誌

に

掲
げ
て

ご

参
考
と

し

ま

す
。

　
　
×
　

　
×

　

　

X
　
　

X
　

　
×

　
私
が

敬
愛
す
る

岩
波

書
店
発
行
の

『

広

辞
苑
』

（
第

二

版
補
訂
版
）

を
見
る

と、

　
群
島

　
群
集
し

て

い

る

島
々

「

マ

リ

ア

ナ

…
」

　
諸
島

　
二

つ

以

上
の

島
の

集
団
「，
伊
豆

1
」

　
と

あ
り
ま

す
。

と
こ

ろ

が

驚
い

た

事
に

θ
の

項
を

ひ

い

て

み

る

と

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　　

　
マ

リ

ア

ナ
・

し
ょ

と

う

　

　
〔

ー
諸
島〕

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　じ

　
マ

ー

シ

ャ

ル

・

し
ょ

と

う

　
〔
…
諸
島〕

　
と

あ
り、

つ

ま
り、

大
「

広
辞
苑
』

で

も
そ

の

使

い

分
け
を
ミ

ス

し
て

お

る

の

で

あ
り

ま
す

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　む

　
マ

ー

−

シ

ャ

ル

は、

太
平
洋
諸
島
の

巾
の

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
で

あ
っ

て、

太
平
洋
の

地
図

を
上
か

ら

眺
め
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